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2020年アスベスト規制改正が完全施⾏
• 2023年10⽉に有資格者によるアスベスト調査・分析義務が施⾏
→ 本来2005年の調査義務づけで位置づけられるべきが18年遅れ
→ 諸外国で当たり前の精度管理認証なし

• 事前調査結果について⼯事開始前に都道府県・監督署に報告
→ ⾃治体から⾮常に使いにくいと⼤評判

• 吹き付け・保温材などの除去後に有資格者による完了検査義務づけ
→ 完了検査の講習なし“素⼈”有資格者が担当で実効性なし
→ 諸外国で常識のクリアランス測定なし

• 成形板の切断・破砕などなしの除去「原則」義務づけ
→ 現場が変わらない。講習や周知、⽴ち⼊り検査が不⼗分
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⽇本の規制「周回遅れ」の現実
•いまだに吹き付けアスベストなどの除去業者の許認可制なし
→ ILO⽯綿条約（第17条）違反

•除去作業時のばく露濃度測定・記録保存、漏えい監視測定
→ ILO⽯綿条約（第20条第1項、第2項）違反（ばく露関連）

•建設業は「臨時作業場」なので管理濃度（150本/L）適⽤除外
→ ILO⽯綿条約（第15条）違反

•労働者に「定期的な訓練」提供、実施させる義務なし
→ ILO⽯綿条約（第22条）違反
1989年採択で35カ国批准の国際標準

⽇本は2005年批准
20年近くになるのに違反だらけ 3

2005年以降に吹き付けアスベ
ストなどを調査

こどもの居る施設はどうか？
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社会福祉施設などにおける
吹き付けアスベストや保温材・断熱材な
どの未調査

社会福祉施設など約2万施設で未調査
こども関連で1万3219施設で未調査 5

学校施設などにおける
吹き付けアスベストや保温材・断熱材などの
未調査
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学校施設などにおける
吹き付けアスベストや保温材・断熱材などの
未調査（続き）

吹き付けアスベストはほぼ調査完了
保温材、断熱材などの未調査が多い 7

規制から10年近いのに
こどもの施設で
レベル2建材の「調査」
すら未実施
•児童関係施設、障害児関係施設の計1
万3219施設でレベル1〜2未調査
•学校施設の計1922施設でレベル1〜2
未調査（レベル1 4施設、レベル2
1918施設）
•⽯綿障害予防規則第10条の管理義務
違反の可能性

8


